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加西市都市計画マスタープラン 

「第 2回 地域まちづくりワークショップ」 
 

 

１ 日 時：令和 4年 9 月 27 日（火）19:00～21:00 頃 

 

２ 場 所：加西市民会館 3 階 小ホール 

 

３ 参加者：19 名（A班・北条：5 名、B班・加西：8 名、C班・泉：6名） 

 

４ スケジュール： 

時間 内容 

19:00～19:05 １．開催あいさつ 

19:05～19:20 ２．全体説明 

・まちづくりワークショップについて 

・第 1回ワークショップの開催概要 

・本日の進め方 

19:20～20:30 ３．ワークショップの実施 

・前回意見への追加、提案の決定 

・地域の中で自分たちができること 

・キャッチフレーズ 

20:30～20:55 ４．全体発表と講評 

20:55～21:00 頃 ５．講評・閉会のあいさつ 

 

５ 配布資料： 

・次第 

・第 1回ワークショップ結果 

・ワークショップ説明用資料（第 2 回地域まちづくりワークショップ） 

・ワークシート（机上） 

・ワーク図面（机上） 
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６ ワークショップの概要： 

市民 19 名が参加し、A班・北条、B 班・加西、C班・泉の 3班に分かれて「地域まちづく

りワークショップ」を開催した。 

都市整備部・北川部長による開会あいさつ、事務局によるまちづくりワークショップの目

的や結果の都市計画マスタープランへの反映箇所と 8月 30 日に開催した「第 1回地域まち

づくりワークショップ」についての報告、及び今回のワークショップの進め方の説明に引き

続き、各班に分かれて次のステップでグループワークを行った。 

 

ステップ①「地域の良いところ・改善すべきところ、地域をより

良くするために/課題を解決するために」（追加） 

第1回ワークショップでの意見を整理した机上のワークシート、

図面に、追加の意見（地域の良いところ「青色の付箋」、改善すべ

きところ「赤色の付箋」、具体的に必要と思う施策や「こんなこと

が出来たら良い」と思う取組などを「緑色の付箋」）を貼付し、記

入者がそれぞれの内容を発表した。 

発表後、提案となる「緑色の付箋」について、その位置や影響す

る範囲を凡例に沿った色に分けて図面上に記した。 

 

ステップ②「地域の中で自分たちができること」 

ステップ①でまとまった提案を踏まえて、「地域の中で自分たち

ができること」を「黄色の付箋」に記入し、ワークシートに貼付し

た。 

貼付後に記入者がそれぞれの内容を発表、グループで討議した。 

 

ステップ③「地域を表すキャッチフレーズの決定（将来めざすま

ち）」 

これまでの話し合いを踏まえ、地域のまちづくりを一言で表す

「キャッチフレーズ」を考えて「黄色（濃）の付箋」に記入し、ワ

ークシートに貼付した。 

貼付後に記入者がそれぞれの内容を発表し、地域のまちづくり

を表す「キャッチフレーズ」の案を決定した。 

 

 

1 時間半程度、グループワークを行った後、各班での討議結果や、その結論に至ったプロ

セスなどについて、北条、泉、加西の順に全体発表した。 

 

  



4 

 

＜まとめとフィードバック、全体統括＞ 

発言者 内容 

各班のまとめとフィードバック 

北条 

発表者 

 

私たち北条は、「ふるさと新しき町 北条」というタイトルにしました。

北条は、古き良き街並みがあったり、故郷ということで田舎の良さがある

といったことでまとめました。 

地域としては、太陽光とか地産地消を考えたときに、加西電力というこ

とで、自分たちで太陽光から出たやつを加西市と市民で使っていこうじ

ゃないかという、加西電力という話が出ました。 

草刈とかごみ拾いとかが自分たちができることとしての意見が出たん

ですけど、三世代でできることは何があるかと思ったときに、ゲーム形式

でウォークラリーとか宝探しみたいな感じで、一緒に草刈とかごみ拾い

をできるのではないかという中から、楽しく仲良いという意味で北条の

テーマが出ました。 

「関わり合い・支えあい・地域愛」という感じに、私たちはまとめるこ

とができました。 

泉 

発表者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち泉校区では、新しい意見として地域の良いところで、インターチ

ェンジが近くにあるということと、家の周りが田舎ということで顔見知

りだというところが良いところでした。地域をもっと良くするために、バ

スで直接、加古川に行けたり、バスを効率良く回すという意見と、オンデ

マンドでバスではなしに必要な時だけタクシーのように呼んで使うとい

うこともしてみてはどうかという意見が出ました。 

後、消防団加入の負担を減らすということで、若い人の加入を促進、今、

嫁とか親に反対して消防団に入らない人も多いので、加入を促進する方

法があれば良いのではないかという意見も出ました。 

地域の改善したいところですけども、やはり山や田畑が荒れていて再

整備が必要なのではないかということと、高速バスの本数が少ない、車以

外の交通手段がない、道路の両側の草の処理で良い方法はないものかと

いう、ちょっとネガティブな意見も結構、数が出てきました。 

地域の課題を改善するためにですが、まず貸したいと思う仕組み作り

で、空き家問題が結構出てきてまして、泉地区に関しては新しい取り組み

として、空き家をどのように活用するかという話し合いが既に進められ

ています。このような話し合いを他の地域でも進められたらと考えてい

ます。 

また、産業団地ができるんですけども、周辺道路が狭くて道路整備が進

んでいないということで、北条から泉に入ってきて加西自動車学院の辺

りに抜ける道が狭くて大型車が交差できない。下滝野市川線も狭く、普通

に道路として大型車が交差することができないので、広げて欲しいとい

う意見が出ました。 

後、地域の防災拠点としてどこを活用するかという意見で、備蓄倉庫を

建てるという意見があったんですが、建てるよりも既存の小学校を活用

して、不足している備蓄の資材を各小学校に蓄えていくようにしたらど

うかという意見が出ました。 



5 
 

地域の祭りの活性化をしていきたいという意見もあります。 

地域の中で自分たちができることですが、各村の中での空き家の情報

を集めるなど、身近なところから話を聞いて情報収集をしていくという

意見と、自発的にする人だけがすることになってしまい、結局は興味のな

い人はしないかもしれないということで、官主導でヒアリングをしても

らい、強制的にでも意見を吸い上げて全体的に広めていく必要があると

いう意見も出ました。 

地域のキャッチフレーズとして、やはり北の方には結構な自然がある

ので、自然豊かとか、子供の元気な声が聞こえる町、ふるさとらしいふる

さと、産業団地ができることに関わって、ふるさとから未来へ動こうとし

ているということと、産業や自然観光、農業などすべてが揃っているとい

うことで、この辺の意見をまとめて、ふるさとの良いところを残しながら

新しい都市の形を作っていく「ふるさと発展型都市 泉」という形で意見

がまとまっています。 

加西 

発表者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧加西町のチームの発表をします。話題性があるネタが多い地区です。

例えば、鶉野飛行場近くの道の駅や、新中学校が加西インターと飯盛の交

差点の間のどこかということで、それもこのエリアに入っています。中野

が市街化区域で結構開発が進んでいくということで、ネタとしては困ら

ない地区なのですが、今日、私たちの中で話したのは、どちらかというと

箱物というよりは、コミュニティの中身の話がメインになります。 

意見として出たのは、田舎のくせになかなか近隣とのコミュニケーシ

ョンが取れていないとか、世代間交流が少なかったりとか、中学生高校生

の地域との関わり方がちょっと薄いのではないかという、ソフト面とい

うか、人に対しての課題の抽出がメインとなった話し合いでした。 

その中で、何ができるだろうというところで、道の駅や新中学校などの

ゼロから作る施設にも、地域にとの関わりや世代間交流ができるような

要素を入れて欲しいということや、空き家や、新中学校ができることによ

り空白になる加西中学校の利活用、今あるものの利活用でもコミュニテ

ィを生み出せるようにしていきたい話し合いをしました。 

なので、テーマを決める所にも、付箋が非常にたくさんあることが特徴

の一つで、これも一種の多様性かなと思います。外的要因というか、行政

主導で変わっていく町ではあるが、変化を受け入れる受け身の姿勢だけ

ではなくて、それをきっかけに自分たちも変わっていこうということで、

ここには書いていないが、最終的には「チェンジ」の一言をテーマとする

旧加西町ということで、今日の話し合いを行いました。 

全体統括 

司会（戸田） 

 

どうもありがとうございました。以上で、３つの発表をいただきました

けども、私も各市町村で都市計画マスタープランやワークショップに携

わってきましたが、本当に皆さん、熱心な地域思いの方々がたくさん集ま

られている印象があり、ものすごくいい議論といいますか、地域のことを

良く分かったうえで、さらに深い話し合いに進まれている。特に、前回か

ら今回にかけて、もっと深い話し合いになったと思っています。 

その中で、北条については、キャッチフレーズがバシッと一つに決まっ
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たこともありますが、特に話し合っていて、やはり市街化区域とそれ以外

の地域で、今の地域の中でも意見や住民の方の視点が異なるということ

があり、この辺の検討もすごく必要であり、また、加西の電力などの新し

い視点も見ていただきました。 

泉については、特に交通に関するお話が多く、交通拠点化の話や地域の

交通の話も熱心に考えられているところが出てきていたのではないかと

思います。 

加西については、道の駅や新中学校の問題という箱物の話よりも、どち

らかと言うと世代間交流、多様性だというところの、先ほども言われた田

舎であるにもかかわらず関係の希薄化が課題になっていることと、そう

いう変化を受け入れて更にチェンジしいくということで、チェンジをメ

インテーマにされるというお話がありました。 

キャッチフレーズは曖昧なところもあるんですが、少しでも皆さんの

言葉とか思いを計画に反映して、その地域、その住民の方の熱意などの爪

痕を少しでも多く都市マスタープランに活かして作っていきたいと思っ

ております。 

本日はどうもありがとうございました。 

以上 
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【A 班・北条のワーク結果】 
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【B 班・加西のワーク結果】 
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【C 班・泉のワーク結果】 
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